
第８６回メーデー高知県中央集会参加者の皆さんご苦労様です。開会にあたって、実行委員会

を代表してご挨拶申し上げます。 

 皆さんご承知の通りメーデーは、アメリカの労働者が 8 時間労働制を求めて５月１日に統一ストラ

イキに立ち上がったことが起源であります。これに呼応して「万国の労働者団結せよ」という労働者

の国際連帯でこの５月１日世界各国でメーデーが開かれています。 

 日本のメーデーは、１９２０年に始まりました。本来なら今年は９６回目のメーデーであります。空白

の１０年に目を向ける必要があります。  

 １９３６年青年将校による２・２６事件が起きました。クーデター自体は未遂に終わりましたが、その

後軍部主導で侵略戦争に突き進んでいきました。その年に開かれるはずであった１７回メーデーは

禁止され、１９４５年の敗戦まで１０年間のメーデーの空白が生まれた訳であります。 

 いま、日本は２つの意味で戦前化しつつあります。 

１つは、戦前の物言えぬ暗い社会への傾斜であります。特定秘密保護法が施行され、１９万件が秘

密指定され、国会の監視はあいまいであります。政府自民党のマスコミへの圧力と介入は、度を増

すばかりであります。通信傍受法が国会に上程され、見ざる、聞かざる、言わざる、「３ざるの国民」

づくりが進んでいます。その仕上げが、教育の国家統制です。 

 もう１つは、それを通じて新たな戦争の前夜になりつつあるということであります。戦争立法が連休

明けの１４日に閣議決定され、国会に提出されると言われています。戦争を欲する権力者は、９条

の改憲は最終段階だと公言しています。環境権などで国民を改憲にならしておいて、本丸の９条

改憲を行うという新・２段階改憲論の立場であります。 

 ２つの戦前化を許してはなりません。 
私たち労働者は、それぞれの非戦の誓いを持っています。 
「２度と赤紙を配らない」 
「２度と教え子を戦場に送らない」 
「２度と白衣を戦争の血で染めない」、そしてマスコミ人も 
「２度と戦争のためにペンを取らない、カメラを回さない、マイクを握らない」と痛恨の

誓いをした訳であります。 
 この誓いをこのメーデーを機にもう一度胸に刻もうではありませんか。 
 もう一言付け加えるならば、マスコミの方たちには訴えたい。いかに権力と向き合うのか、

ジャーナリストとしての矜恃を胸に深く刻んでいただきたい。 
 
みなさん、 

労働法制の改悪が、今国会のもう一つの焦点です。 

ブラック３兄弟が、国会で暴れようとしています。労働者派遣法の大改悪、残業代タダ法案、そし

てまだ出されてはいませんが、解雇の金銭解決法案、即ち解雇自由化法案であります。 

太平洋学園で昨年に引き続いて「働くこと」について話をさせてもらいました。昨年は高校３年生、

今年は高校１年生。 

「高知の給料が低く、東京の時給が高いことが分かった」 

「労働時間の最大が決まっていることも知らなかった」 



「私たち一人一人に『働く権利』があることに気づきました」 

「給料を本当はもらえるのにもらえないサービス残業があることを知った」 

「仕事は大変だなと思ったと同時に、大人になった時に頑張ろうと思うことができました」 

「自分にも権利があって良かったと思う」 

「働くことは大事だと思った。ブラック企業はダメです。」 

労働法制の改悪は、生涯派遣労働者を作り、非正規労働者を今以上に増やします。若者から働

きがいと明るい未来を奪ってはなりません。労働法制の改悪を何としても阻止しようではありません

か。それは、私たち組織労働者の務めであり、大人の責任であります。 

 

みなさん、 

安倍首相がやろうとしていることは、明確であります。憲法９条の改正であります。 

そのためには、国民の高い支持が必要だ。アベノミクスさえ改憲のための手段であります。そして、

これは目くらましです。 

経団連は、今春闘の大手の回答は８，５０２円。２．５９％で２１年ぶりの大幅賃上げだと宣伝して

います。 

国民春闘に結集する全労連関係の中小企業では、現在５，８８８円、２．０３％。昨年より上積みし

ていますが、苦戦しているのが実態です。 

アベノミクスの恩恵は、中小企業や地方には及んでいません。 

 

みなさん、  

  昨年の賃上げは、２．１９％、２％台は１３年ぶりだと信じていませんでしたか？ 

 ４月に発表された毎勤統計、実は２０１４年の労働者全体の基本給は、マイナス０．４％であったこ

とが分かりました。 

 第２次安倍内閣の２年４カ月の実に２１カ月は物価上昇。実質賃金は２２カ月連続マイナスです。 

 

 アベノミクス 成果は 格差と物価高  であります。 

 

日銀が国債を異次元の金融緩和で買い支え、日本の国債発行残高は１０００兆円。ＧＤＰの２３

０％、彼のギリシャの１８０％をはるかに超える水準であります。戦前の戦争経済の日本の２００％を

も超える水準です。 

また、６年ぶりに中国を抜いてアメリカ国債の保有が世界一になりました。さらに、年金基金を使

ってアメリカの株まで買い支えている。憲法９条改正のためにバブルをパンパンにふくらませ、好景

気を偽装しています。 

バブルがはじければ、財政破たんとハイパーインフレが国民は塗炭の苦しみにさらされるのであ

ります。 

 

軍事の点でも、経済の点でも安倍首相の顔は、輸出大企業とアメリカの方を向いている。従って

尻は、国民や中小企業、地方の方に向けている。 



その地方の典型が、米軍基地問題での沖縄であることも心に強く留めておくことが重要でありま

す。 

 

みなさん、 

それではこれからどう闘うかということであります。 

一点共闘が広がり、高知では平和、民主主義をまもる「憲法懇談会」が、生まれました。そして、

今それをさらに幅広い人たち、宗教関係者、保守と言われる人たちに広げようと活動しています。 

明日、そのお披露目も兼ねた「憲法記念の日の集会」を開催します。 

メーデーは労働者の祭典であると同時に、国民的な闘いの起点であります。 

 

 メーデーの闘う伝統を今の情勢に合わせて発展させ、戦争への道を阻止し、私たちの生活を守

っていきましょう。 

 そのことを訴えて、主催者を代表してのあいさつといたします。 

 第８６回メーデー万歳！！ 

 

 


